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は
じ
め
に
令
和
元
年
︵
二
〇
一
九
︶
は
︑
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
六
月
六
日
に
井
上
円
了
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
百
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
︒
こ
れ
を
記
念
し
て
︑
六
月
八
日
︵
土
︶﹁
没
後
一
〇
〇
周
年
記
念
講
演
会
﹂
が
︑
越
路
円
了
会
と
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
り
︑
新
潟
県
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
の
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
︒
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
で
も
円
了
の
没
後
百
周
年
に
あ
わ
せ
て
︑
当
館
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
︑
円
了
の
書
幅
五
点
と
書
簡
︵
軸
装
)
一
点
を
六
月
一
日
︵
土
)
～
六
月
三
十
日
︵
日
)
︑
中
央
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
展
示
し
た
︒
講
演
会
前
日
︑
当
館
の
展
示
を
見
学
さ
れ
た
東
洋
大
学
の
三
浦
節
夫
教
授
か
ら
︑
円
了
の
書
簡
に
つ
い
て
︑
本
書
に
寄
稿
し
て
ほ
し
い
旨
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
の
で
︑
こ
こ
に
資
料
を
紹
介
し
た
い
︒
な
お
︑
本
書
簡
は
︑
以
前
に
当
館
が
企
画
し
た
﹁
合
併
一
〇
周
年
記
念
郷
土
長
岡
を
創
っ
た
人
び
と
﹂
展
︵
平
成
二
十
七
年
︶
で
︑
円
了
の
青
年
期
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
し
て
翻
刻
し
た
経
緯
が
あ
る
︒
今
回
︑
改
め
て
内
容
の
検
討
を
行
い
︑
修
正
を
加
え
た
︒
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資
料
紹
介
・
翻
刻
井
上
円
了
の
長
岡
学
友
宛
て
書
簡
小
熊
よ
し
み
ogu
m
a
yoshim
i
126
書
簡
冒
頭
部
分
書
簡
全
体?
ぇ??
???
? ?
?
???
? ?
?
??
??
凡
例
一
旧
字
は
新
字
に
︑
略
字
は
正
字
に
改
め
た
︒
二
合
字
は
そ
れ
ぞ
れ
ト
モ
︑
ト
キ
に
改
め
た
︒
三
原
文
に
訂
正
や
抹
消
が
あ
る
場
合
は
︑
左
傍
にか
を
付
し
︑
訂
正
し
た
文
字
を
右
傍
に
付
し
た
︒
四
書
簡
本
文
の
改
行
は
︑
原
文
に
し
た
が
っ
た
︒
五
資
料
に
は
適
宜
読
点
を
付
し
︑
読
み
に
く
い
言
葉
に
は
ふ
り
が
な
を
︵
︶
内
に
付
し
た
︒
六
註
は
︵
︶
内
に
番
号
を
付
し
︑
翻
刻
文
の
後
に
記
し
た
︒
七
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
正
し
い
文
字
を
︵
︶
内
に
付
し
た
︒
翻
刻
赤
日
(せ
き
じ
つ
)
(
)
赫
々
(か
っ
か
く
)
(
)
炎
威
(え
ん
い
)
(
)
熬
々
(ご
う
ご
う
)
焚
ク
カ
如
ク
炊
ク
カ
如
ク
︑
身
体
保
シ
難
キ
処
︑
本
月
八
日
発
程
１
２
３
僅
ニ
︑
十
三
日
ニ
シ
テ
同
二
十
日
恙
(つ
つ
が
)
ナ
ク
着
京
︑
請
フ
諸
賢
幸
ニ
休
神
(
)
ア
ラ
ン
事
ヲ
︑
迂
生
(う
せ
い
)
(
)
亦
４
５
遥
ニ
諸
賢
ノ
健
強
ヲ
祈
ル
︑
曩
(さ
き
)
(
)
ニ
在
郷
ノ
節
ハ
永
ク
沃
啓
ノ
恩
ヲ
蒙
リ
︑
殊
ニ
竹
馬
ノ
６
交
ヲ
辱
(か
た
じ
け
の
)
フ
シ
︑
終
始
同
窓
ニ
勤
学
セ
ン
ト
盟
(ち
か
)
ヒ
シ
ニ
︑
不
幸
ニ
シ
テ
金
蘭
(
)
ノ
交
ヲ
絶
チ
︑
膠
漆
(こ
う
し
つ
)
(
)
７
８
ノ
手
ヲ
分
タ
ン
ト
ス
ル
︑
感
嘆
不
レ
惜
愁
涙
難
レ
収
︑
悢
々
(
)
ト
シ
テ
辞
ス
ル
事
ヲ
得
ザ
リ
シ
カ
︑
務
テ
９
交
情
ヲ
破
リ
︑
同
盟
ニ
乖
(そ
む
)
キ
辟
命
ニ
趨
(は
し
)
ル
︑
誠
ト
ニ
是
レ
迂
生
ノ
本
意
ニ
違
ヒ
諸
賢
ノ
交
誼
ヲ
空
フ
ス
ル
モ
亦
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
︑
多
罪
々
々
︑
請
フ
少
ク
宥
恕
(ゆ
う
じ
ょ
)
(
)
ア
ラ
ン
事
ヲ
10
実
ニ
感
謝
ニ
耐
ザ
ル
ナ
リ
︑
異
日
遂
志
ノ
上
又
将
ニ
竭
(け
っ
)
ス
(
)
所
ノ
誼(ぎ
)
(
)
ア
ラ
ン
ト
ス
︑
一
且
(
旦
カ
)
志
11
12
127 井上円了の長岡学友宛て書簡
ヲ
立
テ
ヽ
郷
関
ヲ
出
ル
後
ハ
︑
無
労
無
功
ニ
シ
テ
故
園
ニ
帰
ル
︑
固
(も
と
)
ヨ
リ
余
カ
期
セ
ザ
ル
所
古
人
云
︑
衣テ
レ
錦ヲ
帰ル
トレ
郷ニ
余
カ
錦
繍
ヲ
衣
ル
能
ハ
ザ
ル
モ
︑
冀
(こ
い
ね
が
は
)
ク
ハ
垢
衣
ヲ
一
洗
シ
テ
故
郷
ニ
帰
リ
︑
同
盟
ノ
諸
賢
ニ
面
セ
ン
事
ヲ
︑
諸
賢
若
シ
余
ニ
先
テ
金
玉
(
)
ヲ
飾
ラ
バ
13
余
跪
テ
堂
上
ニ
謁
セ
ン
ノ
ミ
︑
京
師
ハ
数
百
年
間
奠
鼎
(て
ん
て
い
)
(
)
ノ
地
ニ
シ
テ
︑
風
俗
温
雅
14
言
笑
巧
美
窈
宨
(よ
う
ち
ょ
う
)
(
)
タ
ル
淑
女
ノ
多
キ
︑
諸
賢
ノ
巳(已
)
ニ
聞
知
ス
ル
所
爛
々
タ
ル
祇
園
ノ
15
花
︑
関
々
(か
ん
か
ん
)
(
)
タ
ル
島
原
ノ
鳥
︑
誰
カ
耳
目
ヲ
揺
カ
サ
ヾ
ラ
ン
ヤ
︑
太
伯
夷
叔
(は
く
い
し
ゅ
く
)
(
)
ノ
廉
士
(
)
ト
雖
ト
モ
16
17
18
心
ヲ
傾
ク
ル
必
然
タ
ル
ハ
︑
吾
信
ス
ル
所
ナ
リ
︑
余
晩
ニ
涼
ヲ
四
条
ニ
納
ル
ヽ
ニ
︑
花
鳥
翩
々
(へ
ん
ぺ
ん
)
(
)
ト
シ
テ
19
橋
上
ヲ
徊
徘
ス
︑
衣
袂
香
フ
カ
如
ク
笄
簪
鳴
ル
カ
如
ク
︑
屢
〳
〵
(々
)
(
)
訝
(い
ぶ
)
カ
ル
︑
花
鳥
ノ
楽
域
ニ
20
入
カ
ト
傍
人
皆
駭
心
膛
目
手
扇
ノ
川
中
ニ
落
ル
ヲ
知
ズ
︑
哀
イ
カ
ナ
今
ノ
人
花
鳥
ノ
為
メ
ニ
丈
夫
ノ
節
操
ヲ
奪
ハ
ル
︑
嗚
呼
︑
亦
甚
シ
矣
︑
斯
(か
か
)
ル
酔
客
ノ
中
ニ
立
チ
儼
然
(げ
ん
ぜ
ん
)
(
)
ト
シ
テ
21
吾
独
リ
醒
ム
︑
亦
屈
原
(く
つ
げ
ん
)
(
)
ノ
嘆
ナ
キ
能
ハ
ス
︑
其
志
ノ
立
ル
重
キ
事
鉄
石
ノ
如
ニ
堅
キ
事
22
金
玉
ノ
如
シ
︑
諸
賢
宜
ク
恬
意
(て
ん
い
)
(
)
ア
ラ
ン
事
ヲ
祈
ル
︑
吾
望
ム
所
ハ
他
ノ
花
鳥
ヲ
弄
ス
ル
ニ
非
ズ
︑
23
吾
花
鳥
ヲ
シ
テ
人
ヲ
駭
(お
ど
ろ
)
カ
サ
ン
事
ヲ
︑
是
レ
丈
夫
ノ
丈
夫
タ
ル
志
節
ニ
シ
テ
実
ニ
余
輩
ノ
分
ト
ス
ル
所
ナ
リ
︑
福
氏
(
)
云
︑
花
見
テ
花
ヲ
羨
ム
ナ
ト
固
ト
ニ
然
リ
︑
斯
一
言
以
テ
余
輩
ノ
訓
24
誡
ト
ス
ル
ニ
足
ル
︑
果
シ
テ
然
ラ
ハ
之
ヲ
為
ス
ニ
術
ア
リ
ヤ
︑
曰
ク
有
リ
︑
千
方
万
術
然
レ
ト
モ
要
ス
ル
ニ
勉
耐
ノ
二
力
ニ
帰
ス
︑
他
人
ノ
花
ヲ
羨
マ
ザ
ル
︑
是
レ
耐
力
ノ
為
ス
所
︑
自
巳(己
)
ノ
花
ヲ
輝
ス
︑
是
レ
勉
力
ノ
致
ス
所
︑
百
事
千
業
皆
斯
二
力
ニ
成
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
︑
在
昔
拿
氏
(
)
ハ
始
メ
ニ
二
力
ヲ
25
守
テ
後
ニ
耐
力
ヲ
失
ス
︑
故
ニ
魯
(
)
敗
ヲ
免
レ
ズ
︑
華
氏
(
)
ハ
終
始
二
力
ヲ
全
フ
ス
︑
故
ニ
能
ク
万
世
26
27
128
不
抜
ノ
国
体
ヲ
創
ス
︑
舜
禹
(し
ゅ
ん
う
)
(
)
ノ
天
下
ヲ
有
ツ
又
皆
此
二
力
ニ
成
ル
︑
之
ヲ
得
ル
ト
失
フ
ト
以
テ
28
事
ノ
成
敗
︑
人
ノ
栄
枯
ヲ
鑑
ス
ヘ
シ
︑
是
レ
諸
賢
ノ
詳
カ
ニ
ス
ル
所
︑
余
カ
囂
々
(ご
う
ご
う
)
(
)
ヲ
待
ザ
ル
ナ
リ
︑
29
是
ヲ
以
テ
余
カ
成
業
ヲ
期
ス
ル
︑
唯
此
二
力
ニ
由
ラ
ン
ト
ス
︑
□
か
ニ
請
フ
諸
賢
ノ
論
評
ア
ラ
ン
事
ヲ
︑
唯
恨
ム
ラ
ク
ハ
遠
客
知
巳(己
)
ナ
ク
︑
他
房
渾
テ
是
レ
他
郷
ノ
客
︑
同
室
復
同
国
ノ
人
ニ
非
サ
ル
事
ヲ
︑
寓
舎
幸
ニ
停
車
場
ス
テ
ン
シ
ュ
ン
ニ
近
フ
シ
テ
人
車
絡
繹
(ら
く
え
き
)
(
)
昼
夜
絶
エ
ズ
︑
30
都
会
ノ
都
会
タ
ル
モ
却
テ
余
カ
愁
情
ヲ
助
ク
ル
ノ
ミ
︑
朗
詠
シ
テ
曰
ク
︑
燭
暗
数
行
遊
子
涙
夜
深
四
面
楚
歌
声
客
情
ヲ
話
(
語
カ
)
ル
ニ
其
人
ナ
ク
︑
独
リ
茫
然
ト
シ
テ
称
︑
悲
涙
ヲ
収
ル
ノ
ミ
︑
遠
ク
諸
賢
ト
郵
上
ニ
交
談
セ
ン
事
ヲ
楽
ミ
ト
ス
︑
願
ク
ハ
又
郷
国
ノ
景
況
ヲ
郵
報
シ
玉
ヘ
︑
迂
生
モ
今
般
洋
学
生
ニ
補
セ
ラ
レ
︑
旬
月
帰
国
ノ
目
ナ
シ
︑
若
シ
能
ク
其
業
ヲ
遂
ゲ
バ
︑
我
国
教
ヲ
シ
テ
他
邦
ニ
播
布
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
大
願
宿
志
(
)
ナ
リ
︑
諸
賢
其
狂
心
ヲ
笑
フ
31
勿
レ
︑
嘗
テ
国
境
ヲ
踰
(こ
え
)
ル
ト
キ
関
川
(
)
ニ
泊
ス
︑
吟
シ
テ
曰
ク
(
)
︑
霜
満
か
か
(
風
満
)
旅
亭
32
33
涼
気
清
数
声
杜
宇
月
三
更
越
山
幷
得
信
州
景
遮
莫
家
郷
憶
遠
行
︑
願
ク
ハ
玉
眸
ニ
入
レ
ン
事
ヲ
︑
当
節
ハ
必
ス
暑
中
休
暇
ニ
テ
諸
賢
多
ク
ハ
五
帰
省
ト
察
ス
︑
若
シ
昇
校
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
︑
右
様
宜
ク
御
通
信
ヲ
乞
フ
︑
先
ツ
早
々
略
章
余
ハ
後
信
ヲ
竢(ま
)
ツ
西
京
東
六
条
烏
丸
通
リ
中
珠
数
屋
町
上
ル
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下
間
氏
旅
舎
寓
井
上
円
了
拝
七
月
二
十
七
日
岩
㟢
君
長
橋
君
野
秋
君
藤
井
君
村
山
君
家
坂
君
磯
貝
君
秋
山
君
荒
木
君
松
沢
君
吉
村
君
北
原
君
大
橋
君
北
野
君
大
塚
君
牧
野
君
槙
君
磯
辺
君
小
林
君
両
長
島
君
鈴
木
君
飯
塚
君
目
黒
君
関
矢
君
水
島
君
外
三
四
君
長
岡
校
ニ
於
テ
西
京
東
六
条
御
堂
前
烏
丸
通
岩
㟢
祐
五
郎
様
中
珠
数
屋
町
上
ル
南
下
間
宅
寓
長
橋
政
太
郎
様
机
下
井
上
円
了
野
秋
利
貞
様
外
諸
君
平
安
130
【
註
︼
(
１
)
赤
日
夏
の
照
り
輝
く
太
陽
(
２
)
赫
々
熱
気
を
発
す
る
さ
ま
(
３
)
炎
威
夏
の
暑
さ
の
烈
し
い
勢
い
(
４
)
休
神
︵
休
心
︶
相
手
が
安
心
す
る
こ
と
(
５
)
迂
生
わ
た
く
し
︑
自
分
の
事
を
謙
遜
し
て
い
う
言
葉
(
６
)
曩
以
前
(
７
)
金
蘭
金
の
よ
う
に
堅
固
で
蘭
の
よ
う
に
芳
し
い
︵
親
し
く
固
い
交
わ
り
︶
(
８
)
膠
漆
固
く
結
ば
れ
た
友
情
(
９
)
悢
々
哀
し
く
て
心
が
寒
々
と
す
る
さ
ま
(
)
宥
恕
寛
大
な
心
で
許
し
て
咎
め
な
い
こ
と
10
(
)
竭
ス
尽
く
す
11
(
)
誼
筋
道
12
(
)
金
玉
珍
重
し
称
賛
す
べ
き
物
事
13
(
)
奠
安
定
し
た
14
(
)
窈
窕
美
し
く
た
お
や
か
な
こ
と
15
(
)
関
々
鳥
が
な
ご
や
か
に
鳴
く
声
の
形
容
16
(
)
伯
夷
叔
伯
夷
・
叔
齊
︒
﹃
史
記
﹄
伯
夷
伝
か
ら
︑
清
廉
潔
白
な
人
の
こ
と
17
(
)
廉
士
け
じ
め
正
し
く
潔
白
な
人
18
(
)
翩
々
ひ
ら
ひ
ら
と
ひ
る
が
え
る
さ
ま
19
(
)
屢
々
し
ば
し
ば
20
(
)
儼
然
お
ご
そ
か
で
い
か
め
し
い
さ
ま
21
(
)
屈
原
戦
国
時
代
の
楚
の
忠
臣
22
(
)
括
意
や
す
ら
か
な
気
持
ち
23
131 井上円了の長岡学友宛て書簡
()
福
氏
福
沢
諭
吉
︵
1834
～
1901
︶
明
治
二
年
﹃
世
界
国
尽
﹄
巻
三
﹁
欧
羅
巴
洲
﹂
の
項
目
中
に
﹁
花
見
て
花
を
羨
む
な
︑
本
な
き
枝
に
24
花
は
な
し
﹂
の
引
用
と
思
わ
れ
る
︒
(
)
拿
氏
拿
破
崙
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
︵
1769
～
1821
︶
25
(
)
魯
魯
西
亜
＝
ロ
シ
ア
26
(
)
華
氏
華
盛
頓
＝
ワ
シ
ン
ト
ン
︵
1732
～
1799
︶
27
(
)
舜
禹
中
国
古
代
の
伝
説
上
の
聖
天
子
28
(
)
囂
々
憂
え
嘆
く
さ
ま
29
(
)
絡
繹
道
路
に
人
馬
な
ど
の
往
来
が
絶
え
間
な
く
続
く
こ
と
30
(
)
宿
志
前
か
ら
持
っ
て
い
た
考
え
31
(
)
関
川
現
在
の
新
潟
県
妙
高
市
32
(
)
吟
シ
テ
曰
ク
次
の
七
言
絶
句
の
本
歌
は
︑
上
杉
謙
信
︵
︶
作
と
言
わ
れ
る
︒
頼
山
陽
︵
1780
～
1832
︶
の
﹃
日
本
外
史
﹄
巻
33
1
5
3
0
〜
7
8
之
十
一
﹁
足
利
氏
後
記
武
田
氏
・
上
杉
氏
﹂
の
項
目
中
﹁
謙
信
の
西
征
﹂
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
に
よ
る
と
︑
謙
信
が
越
中
の
七
尾
城
を
攻
め
︑
九
月
十
三
日
の
月
の
晩
︑
兵
士
ら
と
酒
宴
を
開
い
た
際
に
詠
ん
だ
詩
と
さ
れ
る
︒
﹁
霜
満
軍
営
秋
気
清
／
数
行
過
雁
月
三
更
／
越
山
幷
得
能
州
景
／
遮
莫
家
郷
憶
遠
征
﹂
︒
円
了
は
﹁
屈
蠖
詩
集
﹂
中
に
自
身
の
学
ん
だ
書
物
を
記
し
て
お
り
︑﹃
日
本
外
史
﹄
も
認
め
ら
れ
る
︒
解
題本
資
料
は
︑
平
成
十
六
年
︵
二
〇
〇
四
︶
︑
長
岡
に
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
か
ら
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
井
上
円
了
の
書
簡
で
︑
軸
装
仕
立
て
と
な
っ
て
い
る
︒
書
簡
の
大
き
さ
は
︑
縦
十
六
㎝
︑
横
六
十
三
・
八
㎝
で
あ
る
︒
明
治
五
年
︵
一
八
七
二
︶
に
創
立
し
た
長
岡
洋
学
校
は
︑
翌
年
︑
新
潟
学
校
第
一
分
校
へ
と
改
変
さ
れ
る
︒
円
了
が
入
学
し
た
の
は
︑
同
校
の
変
革
期
に
あ
た
る
︑
明
治
七
年
︵
一
八
七
四
︶
の
こ
と
で
あ
る
︒
勉
学
に
励
む
一
方
︑
明
治
九
年
十
月
︑
演
説
と
討
論
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を
目
的
と
し
た
﹁
和
同
会
﹂
を
創
立
す
る
︒
卒
業
後
は
同
校
で
助
手
を
務
め
︑
生
徒
に
教
授
し
て
い
た
︒
こ
の
こ
ろ
京
都
の
東
本
願
寺
で
は
︑
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
た
め
︑
全
国
の
末
寺
か
ら
﹁
教
師
教
校
英
学
科
﹂
に
入
学
す
る
生
徒
を
選
抜
し
て
い
た
︒
こ
れ
に
円
了
が
選
ば
れ
た
︒
明
治
十
年
︵
一
八
七
七
︶
六
月
に
任
命
を
受
け
る
と
︑
同
年
七
月
八
日
に
は
も
う
京
都
へ
向
か
い
︑
七
月
二
十
日
に
京
都
へ
到
着
し
た
︒
そ
し
て
そ
の
一
週
間
後
の
七
月
二
十
七
日
︑
長
岡
の
学
友
達
に
宛
て
て
書
い
た
も
の
が
︑
本
書
簡
で
あ
る
︒
冒
頭
は
︑﹁
赤
日
赫
々
炎
威
熬
々
焚
ク
カ
如
ク
炊
ク
カ
如
ク
身
体
保
シ
難
キ
処
﹂
と
し
て
︑
昨
今
の
猛
暑
も
顔
負
け
の
︑
こ
の
う
え
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
の
形
容
が
︑
漢
字
を
羅
列
し
な
が
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
始
ま
る
︒
明
治
十
年
七
月
八
日
に
三
島
郡
浦
村
︵
長
岡
市
越
路
地
域
︶
を
出
発
し
︑
わ
ず
か
十
三
日
間
で
無
事
に
京
都
に
着
い
た
の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
︑
と
記
す
︒
続
い
て
︑
﹁
終
始
同
窓
ニ
勤
学
セ
ン
ト
盟
ヒ
シ
ニ
不
幸
ニ
シ
テ
金
蘭
ノ
交
ヲ
絶
チ
︑
膠
漆
ノ
手
ヲ
分
タ
ン
ト
ス
ル
︑
感
嘆
不
レ
惜
愁
涙
難
レ
収
﹂
と
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
今
ま
で
同
じ
学
校
で
と
も
に
学
問
に
励
ん
で
き
た
と
い
う
の
に
︑
不
幸
に
し
て
固
く
親
し
い
交
わ
り
を
絶
ち
︑
固
く
結
ば
れ
た
友
情
の
手
を
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
︒
京
都
行
き
は
実
は
不
本
意
で
︑
信
頼
関
係
を
結
ん
だ
大
切
な
友
と
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︑
と
い
う
の
で
あ
る
︒
せ
っ
か
く
信
頼
関
係
を
結
ん
だ
友
と
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
へ
の
失
望
が
伝
わ
っ
て
く
る
︒
次
に
︑﹁
古
人
云
︑
衣テ
レ
錦ヲ
帰ル
トレ
郷ニ
余
カ
錦
繍
ヲ
衣
ル
能
ハ
ザ
ル
モ
冀
ク
ハ
垢
衣
ヲ
一
洗
シ
テ
故
郷
ニ
帰
リ
︑
同
盟
ノ
諸
賢
ニ
面
セ
ン
事
ヲ
﹂
と
あ
る
︒
故
郷
を
出
た
者
は
錦
︵
良
い
着
物
︶
を
着
て
故
郷
に
帰
る
︑
と
昔
の
人
は
い
う
︒
自
分
は
錦
繍
︵
立
派
な
着
物
︶
を
着
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
願
わ
く
ば
せ
め
て
﹁
垢
衣
﹂
を
洗
っ
て
故
郷
に
帰
り
︑
同
盟
の
友
ら
と
会
い
た
い
も
の
だ
︑
と
や
や
謙
遜
気
味
に
覚
悟
を
語
っ
て
い
る
︒
後
半
は
︑
京
都
の
様
子
が
描
か
れ
る
︒
都
と
し
て
長
年
栄
え
た
雅
び
な
風
情
に
感
心
し
つ
つ
も
︑
華
や
か
な
都
会
の
街
に
立
ち
︑
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道
行
く
人
び
と
を
冷
静
に
観
察
す
る
︒
そ
し
て
自
ら
言
い
聞
か
せ
る
か
の
よ
う
に
﹁
勉
・
耐
﹂
の
二
つ
の
力
が
必
要
だ
と
力
説
す
る
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
︑
福
沢
諭
吉
の
言
葉
や
中
国
の
故
事
︑
世
界
史
の
な
か
の
出
来
事
な
ど
を
引
き
合
い
に
出
し
て
︑
い
か
に
﹁
勉
・
耐
﹂
が
重
要
か
を
説
く
︒
書
簡
の
終
盤
︑
知
り
合
い
も
同
郷
の
人
も
だ
れ
も
い
な
い
孤
独
な
環
境
に
あ
る
の
で
︑
故
郷
の
様
子
を
知
り
た
い
こ
と
︑
ま
た
書
面
に
て
交
談
し
た
い
こ
と
を
綴
り
︑
学
友
達
に
ぜ
ひ
手
紙
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
︒
自
分
は
故
郷
に
中
々
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
も
し
こ
れ
か
ら
先
﹁
其
業
ヲ
遂
ゲ
バ
﹂
︑
自
分
が
今
ま
で
学
ん
で
き
た
﹁
我
国
教
﹂
を
﹁
他
邦
ニ
播
布
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
大
願
宿
志
ナ
リ
﹂
と
決
意
を
打
ち
明
け
る
︒
そ
し
て
︑
円
了
が
長
岡
を
出
発
し
︑
京
都
に
向
か
う
道
中
︑
妙
高
の
関
川
で
催
さ
れ
た
別
れ
の
会
を
思
い
出
し
︑
そ
の
席
で
詠
ん
だ
漢
詩
を
書
き
留
め
て
い
る
︒
こ
の
詩
の
本
歌
は
︑
上
杉
謙
信
の
月
を
愛
で
る
詩
で
あ
る
︒
冒
頭
の
﹁
霜
満
軍
営
﹂
を
﹁
風
満
旅
亭
﹂
に
変
え
る
な
ど
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
︒
関
川
で
の
宴
会
は
月
夜
の
晩
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
円
了
の
﹁
漫
遊
記
第
一
編
﹂
中
の
﹁
西
京
紀
行
﹂︵
﹃
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
第
１
号
﹄
所
収
︶
に
こ
の
日
の
記
述
が
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
る
と
︑
七
月
十
日
に
高
田
に
入
り
︑
妙
高
山
の
麓
に
沿
っ
て
関
川
に
入
っ
て
い
る
︒
こ
こ
は
信
越
の
国
境
で
︑
四
隣
山
を
繞
ら
す
一
方
で
渓
水
を
帯
び
て
い
て
実
に
深
山
幽
谷
の
僻
郷
で
あ
る
︑
と
記
し
て
い
る
︒
宴
会
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
︑
十
日
の
朝
は
﹁
昧
爽
﹂
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
は
暗
闇
が
さ
っ
ぱ
り
と
割
り
切
れ
て
除
か
れ
た
夜
明
け
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
天
気
は
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
謙
信
が
詠
ん
だ
時
と
季
節
は
違
う
が
︑
国
境
ま
で
来
て
︑
つ
い
に
故
郷
と
友
と
に
別
れ
を
告
げ
る
場
面
に
及
び
︑
謙
信
の
詩
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
書
簡
の
末
筆
は
︑
や
は
り
学
友
達
に
︑
返
信
を
待
っ
て
い
る
︑
と
切
望
し
て
い
る
︒
夏
期
で
帰
省
中
だ
ろ
う
か
ら
︑
も
し
登
校
し
た
ら
通
信
し
て
ほ
し
い
と
書
簡
を
結
ぶ
︒
そ
し
て
京
都
の
住
所
と
署
名
を
し
た
あ
と
︑
宛
名
で
あ
る
学
友
達
を
記
す
︒
そ
の
数
二
十
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六
名
︒
書
簡
の
末
尾
に
は
さ
ら
に
代
表
者
︑
岩
㟢
祐
五
郎
・
長
橋
政
太
郎
・
野
秋
利
貞
の
宛
名
と
︑
差
出
し
で
あ
る
自
身
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
封
書
と
し
て
の
上
書
き
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
岩
㟢
は
︑
和
同
会
設
立
時
の
﹁
結
社
人
員
﹂
八
名
の
内
の
一
人
で
あ
り
︑
翌
年
六
月
に
円
了
が
長
岡
学
校
を
解
職
し
た
あ
と
を
う
け
て
︑
長
橋
と
と
も
に
﹁
当
座
雇
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
学
友
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
︑
﹃
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集
﹄
︵
平
成
二
十
年
三
文
舎
発
行
︶
に
所
収
の
﹁
屈くっ
蠖かく
詩
集
﹂
の
中
に
﹁
新
潟
第
一
分
校
幷
長
岡
中
学
校
同
窓
諸
名
姓
名
﹂
と
し
て
七
十
三
名
分
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
︒
こ
こ
で
は
名
字
だ
け
で
な
く
︑
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
掲
げ
る
︒
さ
ら
に
︑
入
学
年
度
順
に
編
ま
れ
た
﹃
長
岡
高
等
学
校
同
窓
会
名
簿
﹄︵
昭
和
四
十
六
年
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
集
・
発
行
︶
の
中
か
ら
学
友
当
人
と
思
わ
れ
る
氏
名
と
入
学
年
代
を
示
し
た
︒
書
簡
に
み
る
氏
名
﹁
屈
蠖
詩
集
﹂
に
み
る
氏
名
同
窓
会
名
簿
に
み
る
氏
名
・
入
学
年
代
岩
㟢
君
岩
崎
祐
五
郎
岩
崎
裕
五
郎
明
治
五
・
六
年
長
橋
君
長
橋
政
太
郎
長
橋
政
太
郎
明
治
十
年
野
秋
君
野
秋
利
貞
野
秋
利
貞
明
治
十
年
藤
井
君
藤
井
宜
正
藤
井
宣
正
明
治
十
年
村
山
君
村
山
良
平
村
山
良
平
明
治
八
年
家
坂
君
家
坂
儁
家
坂
儁
明
治
十
年
磯
貝
君
磯
貝
政
太
郎
磯
貝
政
太
郎
︵
明
治
五
・
六
年
と
九
年
の
入
学
者
に
︑
住
所
の
異
な
る
同
姓
同
名
の
記
載
あ
り
︶
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秋
山
君
秋
山
四
郎
太
秋
山
四
郎
太
明
治
八
年
荒
木
君
荒
木
雄
太
郎
荒
木
雄
太
郎
明
治
五
・
六
年
松
沢
君
松
沢
芳
松
松
沢
芳
松
明
治
九
年
吉
村
君
吉
村
新
治
吉
村
新
治
︵
明
治
十
一
年
入
学
者
中
に
氏
名
あ
り
︶
北
原
君
北
原
静
策
北
原
静
策
明
治
九
年
大
橋
君
大
橋
弘
造
大
橋
弘
造
明
治
九
年
北
野
君
北
野
清
三
郎
記
載
な
し
大
塚
君
大
塚
文
四
郎
大
塚
文
四
郎
明
治
九
年
牧
野
君
牧
野
釥
人
牧
野
鈔
人
明
治
八
年
槙
君
槙
武
槇
武
明
治
九
年
磯
辺
君
磯
辺
態
蔵
磯
辺
熊
蔵
明
治
八
年
小
林
君
小
林
衡
平
小
林
衡
平
明
治
九
年
両
長
島
君
長
島
茂
弥
長
島
茂
弥
明
治
八
年
長
島
龍
蔵
長
島
竜
蔵
明
治
九
年
鈴
木
君
鈴
木
惣
一
郎
鈴
木
総
一
郎
明
治
十
年
飯
塚
君
飯
塚
善
作
渋
谷
(
飯
坂
)
善
作
明
治
十
年
目
黒
君
目
黒
捨
二
朗
目
黒
捨
二
朗
明
治
十
年
関
矢
君
関
矢
橘
太
郎
関
矢
橘
太
郎
明
治
十
年
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水
島
君
水
島
丈
太
郎
＊
水
島
雄
作
(
粂
太
郎
)
明
治
十
年
外
三
四
君
＝
不
明
︵
他
三
︑
四
名
と
い
う
こ
と
か
︶
＊
﹃
創
立
八
十
周
年
記
念
発
行
会
員
名
簿
﹄︵
昭
和
二
十
六
年
藤
田
士
郎
編
集
・
発
行
︶
の
明
治
十
年
入
学
者
中
に
﹁
水
島
雄
作
(
条
太
郎
)
﹂
と
あ
る
︒
お
わ
り
に
本
書
簡
を
記
し
た
時
の
井
上
円
了
の
年
齢
は
︑
満
で
い
う
と
十
九
歳
︒
現
代
で
あ
れ
ば
大
学
一
年
生
の
若
者
で
あ
る
︒
明
治
十
年
代
と
は
時
代
が
違
う
︑
と
い
う
だ
け
で
は
納
得
で
き
な
い
ほ
ど
︑
今
の
同
年
代
と
は
意
識
が
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
︒
書
簡
に
は
︑
当
時
の
円
了
の
胸
中
が
素
の
ま
ま
表
れ
て
お
り
︑
行
間
か
ら
様
々
な
心
の
動
き
と
意
志
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
︒
友
と
の
別
れ
が
ど
れ
ほ
ど
つ
ら
い
も
の
か
を
難
し
い
熟
語
を
使
っ
て
嘆
き
︑
ま
た
京
都
の
繁
華
街
に
佇
ん
で
は
黙
考
し
︑
勉
力
と
耐
力
の
二
つ
の
力
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
︑
悟
っ
た
か
の
よ
う
に
綴
る
さ
ま
か
ら
︑
心
底
真
面
目
な
青
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
幼
少
期
に
︑
石
黒
忠
悳
の
塾
へ
通
い
学
問
に
励
み
︑
長
岡
の
﹁
洋
学
校
﹂
で
学
ん
だ
成
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒
福
沢
諭
吉
の
言
葉
か
ら
︑
屈
原
︑
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
至
る
ま
で
︑
多
様
な
人
物
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
取
り
入
れ
︑
自
分
の
現
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
︑
切
々
と
語
る
︒
一
通
の
書
簡
に
し
て
は
あ
ま
り
に
内
容
が
深
く
︑
読
む
者
を
引
き
込
ん
で
ゆ
く
︒
の
ち
に
広
い
視
野
に
立
ち
︑
様
々
な
行
動
を
繰
り
広
げ
て
行
く
こ
と
と
な
る
井
上
円
了
︒
そ
の
源
流
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
︑
青
春
時
代
の
書
簡
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
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